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1 はじめに
前回第 15回研究会発表においては、日本書紀に記載さ
れる 179万 2470という数値を取り上げ、それがきっちり
と数値設計されていることを示した [1]。日本書紀では，
紀年と人物と事績とが複雑に絡まり合う中、不思議なこ
とに非常に整然とした数値的解釈ができてしまう場合に
でくわすことが多い [2][3][4][5]。このような整然さは創
話の一部に適当な数値が選ばれたというのではなく、ほ
ぼすべてが意図されたもの、設計された数値であると考
えてよいのではないだろうか。
同じことは初期平安京の復原研究においても見られる。
平安京の宮殿や条坊の設計問題について、非常に厳密に
数値の一致が実現しているのである。
さて、本稿で問題として取り上げるのは、ふたつの数
値 360と 96である。これらの数値は、日本書紀の紀年
問題にも、平安京の設計問題にも重要な数値として出現
する。

2 日本書紀の復原問題について
2.1 数値 360の出現

以下の３件の事績の年数差がいずれも 360である。稿
末に紀年復原した年表を示した（239年～407年）。

• 崇神天皇の即位（301 年）と天智天皇の称制元年
（661年）

• 仁徳天皇の即位（313年）と天武天皇の即位（673年）
• 神功皇后の崩御（269年）と舒明天皇の即位（629年）

2.2 数値 96の出現

以下の３件の事績の年数差がいずれも 96、あるいは 960

である。

• 卑弥呼の即位（239年）と日本武尊天皇の即位（335

年）

• 神武天皇の即位（252年）と成務天皇の即位（348年）
• 崇神天皇の即位（301年）と菟道稚郎子天皇の即位
（397年）

• 神武天皇の即位（紀元前 660年）と崇神天皇の即位
（301年）

3 平安京の復原問題について
図１に唐長安城と初期平安京の宮殿および条坊の寸法
を示した。唐の寸法 96歩が日本の寸法 40丈であり、し
たがって、初期平安京は唐長安城の寸法を厳密に模倣し
ていることがわかる [6][7][8]。図２と図３はより詳細な寸
法の比較であり、同じ凸型宮殿形が抽出できることから
も、厳密な模倣であることは疑いようがない。

図１．唐長安城と初期平安京の寸法の比較．



図２．平安京と平安宮の凸型宮殿形．

図３．唐長安城における凸型宮殿形．

4 おわりに
本研究会発表では、発表時間の関係上、古代日本の大
型将棋に関連して出現する数値 96については取り上げな
かったが、平安京や日本書紀と同様に、大型将棋にもやは

り 96が頻出する。たとえば、駒について言えば、摩訶大
将棋と大大将棋の駒数はともに片側 96枚である。また、
摩訶大将棋と大大将棋の駒をほぼ引き継いで作成された
と思われる延年大将棋の駒の種類は 96種類である（図
４）。なお、これらの将棋の主目的は遊戯ではなく、呪術
のツールとしての将棋であることに注意されたい。

図４．大型将棋の発展過程．

平安時代の大型将棋、唐長安城および初期平安京、日
本書紀の紀年は、いずれも共通する基本思想のもとで設
計されているものと考えざるを得ない。
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